
台湾・台南市との友好交流に係る意見募集 

（パブリックコメント）について 

 

Ⅰ．友好交流協定の締結の目的                            

 延岡市では、台湾の半導体企業ＴＳＭＣの熊本県進出、製造業の国内回帰や円安などの潮

流を捉えて、半導体関連企業の誘致を進めるべく、令和５年５月より、「デジタル産業の延岡

での集積を進めるための戦略協議会」を設置し、誘致戦略について専門家や関係機関等と協

議を進めていた中、半導体産業において必要となる化学・材料分野での技術集積がある当市

と台湾との間での人材育成などを中心とした各種交流を台湾側に提起してはどうかなどの意

見が出されました。 

 このような議論を踏まえ、令和５年 12 月に副市長をはじめとした延岡市の訪問団が、旭

化成の子会社がある台湾の台南市を訪問し、今後の交流の可能性について協議を行うなど、

同市との交流に向けた動きが始まりました。 

その後、令和６年４月には、「デジタル産業の延岡での集積を進めるための戦略協議会」会

長の若林秀樹・東京理科大学大学院（開催当時）教授による「台湾・台南市との友好交

流提携についての講演会」を開催し、令和７年５月には台南市の国立成功大學附属台南工業

高級中等学校の生徒14名と教職員4名が本市を訪れ、延岡工業高等学校との学校間交流を

中心に市内家庭でのホームステイや企業見学などの様々なプログラムを通じた地域の文化や

産業体験などを実施したところです。 

このような取り組みをさらに促進するため、台南市との包括的な友好交流のための協定を

締結し、今後、経済・産業・観光・教育・スポーツ及び文化などの幅広い分野での友好交流に

取り組んでいくこととします。 

 

Ⅱ．協定（案）及びその概要                 

 台南市と延岡市は、相互の信頼と尊重を礎として、相互の友情を発展させるため、 

友好交流協定を締結する予定です。協定の項目については、以下のとおりです。 

 

１．両市は平等の立場で、友好関係を構築する。 

・友好交流協定を結ぶことが両市にとって有益なものとなることが重要であることから、

平等な立場での友好関係の構築を図ります。 

 



２．両市及びその市民は、経済、産業、観光、教育、スポーツ、文化など幅広い

分野の交流を通じて、相互の理解と協力を一層発展させ深めることに努める

ものとする。 

・幅広い分野における交流を行うことにより、両市の相互理解を深めるとともにさらなる

発展に繋げます。 

・両市の児童や生徒の交流を通じて、互いの都市の理解と連携を促進します。 

 

３．両市は、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）達成が双方の将来にとって重要で

あることを認識し、デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）やグリー

ン・トランスフォーメーション（ＧＸ）などの活動を推進するため、協定に

基づき情報交換や協力を行うものとする。 

・持続可能な開発のため、世界各地での取り組みが進められている SDGs をテーマに、

国境を越えて両市が連携・協力することは国際交流を推進するうえで大きな意義を有

します。 

・その達成に向け、両市におけるデジタル・トランスフォーメーションやグリーン・トラ

ンスフォーメーションなどの先進的な取り組みについての情報交換や協力を行いま

す。 

 

４．両市はほかの分野についても必要に応じて協議し、双方の合意のもとで交流

を進めるものとする。 

・上記の１～３の協定項目の他、両市の協議により互いに有意義と認められる分野につい

ても、双方の合意のもとで交流を進めます。 

 

Ⅲ．これまでの台南市との交流や市民参加イベントについて      

（１）台南市への訪問、国立成功大學附属台南工業高級中等学校への訪問            

訪問日：令和５年１２月2１日(木) 

■内容：台南市との都市間交流についての協議、国立成功大學附属台南工業高級中等

学校と本市高等学校との学校間交流の開拓 

■訪問者：副市長 ほか 

訪問日：令和６年７月１２日(金) 

■内容：台南市との都市間交流についての協議、国立成功大學附属台南工業高級中等

学校と延岡市生徒との交流を通じた人材育成や産業振興などでの関係構築を

図る。 

■訪問者：担当職員 

 



訪問日：令和６年１２月19日(木) 

■内容：台南市との都市間交流についての協議、国立成功大學附属台南工業高級中等

学校と本市高等学校との学校間の相互交流の実現に向けての協議。 

■訪問者：副市長、「デジタル産業の延岡での集積を進めるための戦略協議会」・

会長（若林秀樹・東京理科大学大学院（開催当時）教授）及び委員、 

市内企業、延岡工業高等学校教諭 ほか 

 

（２）市民向け「台湾・台南市との友好交流提携についての講演会」の開催          

経済産業省「半導体デジタル産業戦略検討会議有識者メンバー」であり、本

市の「デジタル産業の延岡での集積を進めるための戦略協議会会長」である若

林秀樹・東京理科大学大学院（開催当時）教授による台南市との友好交流の意

義に関する講演を実施。 

 

■開催日：令和６年４月１５日(月) 

■会場：延岡市役所 2F 講堂 

■参加者：約７0名 

 

     

 

 

（３） 国立成功大學附属台南工業高級中等学校生徒の来訪               

下記日程において、台南市の国立成功大學附属台南工業高級中等学校の生徒 14 名

と教職員 4 名が来訪。本市における国際的な産業連携や人材育成に向けた第一歩とし

て、大きな意味を持つ取り組みとなりました。 

 

■来延日：令和７年５月19日(月)～５月２１日（水） 

■参加者：約160名（台南市からの来訪者：18名、延岡工業生徒：約４０名、歓迎

会出席者：約70名、ホームスティ受入参加者：約30名） 

■交流内容：延岡工業高等学校において学科実習や料理作り、市内家庭へのホームス

テイ、茶道体験、旭化成展示センター視察、旭化成岡富工場内の視察、歓

迎レセプション（延岡日台友好親善協会や市内企業関係者が出席） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．友好交流協定の締結に向けて                                                     

今後、延岡市と台南市は友好交流協定を締結し、このような取り組みをさらに深

化させ、協定項目の基本的な考え方に基づき交流、協議、連携を図り両市の人材育

成や産業分野での発展を着実に実行します。 

 

 


